
平成１５年度 和歌山県学力向上フロンティアスクール事業中間報告書 

都道府県名 和歌山県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 白浜町立白浜第一小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ １ ２ ２ １ ２ １ １１ 

児童数 ４７ ３７ ４７ ４２ ３４ ４５ ２ ２５４ 
１６ 

 

Ⅱ 研究の概要 

 １．研究主題 

一人ひとりがめあてをもち、力を合わせて意欲的に取り組む学習集団つくり 

～基礎・基本的な学力の確実な定着を図るために～ 

 

 ２．研究内容と方法 

  （１）実施学年・教科 

・１年、２年・・国語 

  全て学習の基礎となる国語力を低学年時に高めることが重要と考えるから 

・３年、４年、５年、６年・・算数 

  今までの研究経過を踏まえて、さらに研究に取り組むため 

 

  （２）年次ごとの計画 
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○ テーマ 

一人ひとりがめあてをもち、力を合わせて意欲的に取り組む学習集団つくり 

～基礎・基本的な学力の確実な定着のために～ 

・主題設定の理由 

  本校では平成７年度より、算数科を中心に授業研究やＴ・Ｔの導入等、

授業改善、授業力の向上に取り組んできた。しかし、さらに授業を活性化

させ、全ての子どもに確かな学力を身につけさせるためには、これまでの

指導者側からの授業改善の視点だけではなく、学習する側の相互の信頼関

係を高める視点を大切にし、生き生きと安心して授業に取り組めるような

豊かな人間関係の醸成を図ることが大切ではないか、という考えに到った。

  そこで、全ての授業の中に、より豊かな人間関係の醸成をめざした「学 



平 
 
 
 

成 
 
 
 
 

１５ 
 
 
 

年 
 
 
 

度 

習の場における人間関係つくり」に取り組むこととした。その中では、児

童の学校生活の大部分をしめる日々の授業の中に、人間関係形成の上で特

に大切な「話し合う活動」や「教え合う活動」「認め合う活動」、「鍛え合う

活動」、「競い合う活動」など、いわゆる「人と関わり合う活動」を重要な

要素と位置づけ、相互の信頼関係を高めつつ、学習内容の確実な定着をめ

ざす取り組みとして、研究主題を「一人ひとりがめあてをもち、力を合わ

せて意欲的に取り組む学習集団つくり」と設定した。 

○ 研究の見通し 

  学力向上プランについては、上記「学習集団つくり」や指導方法の工夫

改善と併せて、家庭と連携しての基本的な生活リズムの確立、等を土台と

して、そして、その上に教科学習における「読む、話す、計算」など、い

わゆる、どの授業においてもその学習を支える働きをする最も基本的なス

キルをしっかり身につけることで、どの児童も学ぶ意欲や学ぶ習慣が高ま

ると想定し、そうした取り組みを効果的に進めたいと考えている。 

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研究の内容・方法 

ア、主題に迫るための４視点 

  ① 基礎・基本的な学力の確実な定着を図る。 

  ・「読む」「書く」「話す」「聞く」「計算」などについての評価基準を作成

し、最も基本的な学力の確実な定着を図る。 

 

 学習集団つくり 

指導方法の工夫改善 

 基本的生活リズムの確立

計
算
力 

話
す
力 

読
む
力 

学ぶ力の向上

学力向上の道筋（仮説）
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② 具体的で分かりやすい学習課題を設定する。 

 ・少人数指導や習熟度別指導、教科担任制など、指導法の工夫改善に取

り組み、同質集団や異質集団での学習の充実を図る。 

③ 一人ひとりが意見をもち、練り合いを通して高めあえる活動を工夫す

る。 

 ・生活体験、自然体験、社会体験活動等、直接体験活動を充実させ、そ

の取り組みを通して自己表現能力や創造性、協調性、社会性等を身に

つける。 

 ④ 学習意欲につながるような学習環境つくりに努める。 

 ・児童の自主性、主体性、創造性を追求し、子ども自身の力を大切にし

た学習環境つくりを推進する。 

 

イ、学力調査の実施 

 ・児童の学力を把握し、以降の取り組みに生かすため、学力テスト（２年

生以上）を実施する。 

 

ウ、授業改善の取り組み 

 ・個々の児童の実態や本校の課題を踏まえ、分かる授業を創造するため、

全学級が授業改善の取り組みを公開し、よりよい授業つくりに取り組む。
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○ テーマ、研究の見通し、研究の内容・方法については、平成１５年度を

土台として踏襲しつつ、さらに充実をめざし取り組みを進める。 

見直し点 

 ア 主題に迫る４視点の見直し 

  ①基礎・基本的な学力の確実な定着。 

  ②目標をもって取り組める適切な学習課題の設定。 

  ③自分の意見をもち、練り合いを通して高めあえる活動の工夫。 

   ・話し合う、教え合う、認め合う、鍛え合う、競い合うなど、仲間と

共に学ぶ合う学習活動の工夫。 

   ・直接体験活動を充実させ、その活動を通して、自己表現力、協調性、

社会性等を身につける。 

  ④児童の意欲や向上心を高める学習環境つくり 

   ・自主性、主体性、創造性の追求 

   ・健康的な生活リズムの確立 



 

イ 授業展開の基本パターン 

○「つかむ」学習活動 

  ・「読む」「計算力」を高めるトレーニング 

  ・目標の明確化 

○「ひろげる」学習活動 

  ・話し合う、教え合う、認め合う、鍛え合う、競い合う等、仲間と共に

学び合う活動の工夫。 

○「ふかめる」学習活動 

  ・練習問題や発展問題での力試しや自分の考えをまとめるなど、「一人学

習」の工夫 

  
 

（３）研究推進体制 

企画会 

 校長、教頭、教務 

全体研修 

 全職員による研修 

研究部会 

Ａ 総合的な学習、情報教育

の推進についての研究

を深める。 

Ｂ 学習集団つくりや基礎

基本の確実な定着に着

いての研究を深める。 

ブロック研 

 研究主題の具現化に向け

て、授業改善や指導法の

改善工夫等についての研

究を進める。 

指導部会 

 主体的で健康的な生活習

慣を身につけるための研

究を進める。 

本校の研究組織 
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研究部会Ａ

研究部会Ｂ

中学年ブロック

高学年ブロック

特教ブロック

自主・自治活動部 

生活・安全・環境部

健康・体力部

低学年ブロック



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 

 

○ 研究の成果 

・ 授業の開始時５分間程度、計算や音読を継続して取り入れることにより、学習

に対する意識が高まり、その後の学習も集中して取り組めるようになってきて

いる。 

・ 音読では、どの児童も練習回数が増え読みも確かになってきている。また、読

みに対する相互評価を取り入れることにより、友達のよさを認め、お互いを高

めるといった活動につながってきている。 

・ 計算については、タイムや点数の向上が励みになってきている。家庭へ知らせ

ることによりさらに意欲が増すことにもつながってきている。授業についてく

ることが難しく、なかなか集中して取り組めなかった児童も百マス計算などで

は集中でき、その集中がその後の授業でも生きてきている。 

・ 「話す」、「聞く」については、評価規準を児童にも分かるように教室掲示し、

自己点検することによって意識化が図られ、進んで発表する、大事なことを 聞

き漏らさない、友達の意見と比べながら聞くといった活動へとつながりつつあ

る。点検表を家庭へ返すことにより、協力が得られ意識の持続にもつながった。 

・ 少人数指導・ＴＴ指導することにより、一人一人の児童への教師の支援がしやす

くなり、より個に応じた指導ができるようになった。児童の反応も、少人数だと

よく分かり手が多く挙げられるようになった、どこで間違えていたかよく分かっ

た、など効果があったというのが多かった。 

・ 教科担任制の導入によって、専門性を指導に生かすことができた。また、学年

全体の児童の学習の様子が把握できた。さらに、少しながらも児童がイメージ

として持っている中学校の授業形態への不安が取り除けたのではないか。  

 

○ 今後の課題 

 ・ 少人数やＴＴの指導は、一部の学年での実施であったが本年度の児童の反応や

学習の成果から考えて、今後他の学年でも重点教材を中心に取り組んでいきた

い。 

・ 補充的な学習及び発展的な学習の指導法の研究や、教材の工夫・改善に取り組

んでいく。 

・ 習熟度別について、今年度の結果を生かした年間指導計画の作成をしていきたい。 

・ 目標を持って、取り組める学習課題の研究に取り組んでいきたい。 

・ 生活と学力の関係をさらに明らかにし、改善に努める。家庭と協力し、学ぶ習



慣を身に付けさせていきたい。 

・ 学び合う力が身に付くような授業改善をさらに追求していく。 

      

 

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

・全校一斉「算数・国語」学力検査の実施（年一回５月実施）    

・生活調査（学期に１回）や生活点検の実施 

 

 

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

・西牟婁地区学力向上推進協議会にて実施中間報告 平成 15年 10月 20日 

・白浜町内教頭会及び校長会にて実施報告  平成 15年 9月 16日  教頭会 

                     平成 16年 2月 3日   校長会 

・西牟婁地方学力向上フロンティアスクール研修会にて実施報告 

                       平成 16年 2月 2日 

 

 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること（複数チェック可） 

 【新規校・継続校】  ・１５年度からの新規校  ・１４年度からの継続校 

 【学校規模】     ・６学級以下   ・７～１２学級 

            ・１３～１８学級 ・１９～２４学級 

            ・２５学級以上 

 【指導体制】     ・少人数指導   ・Ｔ・Ｔによる指導 

            ・一部教科担任制 ・その他 

 【研究教科】     ・国語  ・社会  ・算数  ・理科  

            ・生活  ・音楽  ・図画工作 ・家庭 

            ・体育  ・その他 

 【指導法の工夫改善に関わる加配の有無】    ・有   ・無 
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